














This paper deals with a co-occurrence relatioship between otozureru and a case particle ni. 
In modern Japanese, otozureru is used to mean “visit” or “come.” To indicate the arrival point, 
we generally use the case particle wo as Taro ga toshokan wo otozureru. However, although 
it is used less frequently, the case particle ni is used as Kitaguni ni haru ga otozureru. The 
author would like to indicate that the case particle ni is also used in various sentences. The 
case particle ni is used when the subject is a natural phenomenon or an abstract notion. It is 
also used when the subject is human as in Chuusonji ni ookuno kankoukyaku ga otozureru. 
Meikyou Kokugo Jiten describes that a co-occurrence relationship between otozureru and a 
case particle ni is rarely found in cases where the subject is human. In this study, the author 
reveals that this co-occurrence is not rare in modern Japanese.





















































































































 オトヅレ，音信，n. Message, word, communication, tidings, account, information.─wo 
suru, to send word. ─ mo nai, no tiding. Syn. TAYORI, INSHIN, SHOSOKU.
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３版 （1887年）にいたって、初めて動詞としても記述するが、ここでは、







































































































































例は （イ） （ロ） （ハ）～で示す。
　文語文もあり、現代に通ずる口語文もあって、一様ではないが、「訪れる」に関しては、文
体による差異はないと考えたい。
２．２．１　「を」の優勢
「を」の優勢について述べる。全57例の「訪れ」のうち、名詞「訪れ」は４例である。動詞
としての「訪れる」53例のうち、到着点・人物が格助詞で明示されるのは、
「を」　　38例
「に」　　２例
「へ」　　２例
「には」　１例
「にも」　１例
である。明示されるとすれば、「を」が優勢である （86.36％）。「に」の単独例２例は、定形化
された「～に～を訪れる」である。
（イ）堪へかねて光代は密かに綱雄の許を音
おと
訪
づ
れぬ。
 （川上眉山「書記官」　1895・２号）
（ロ） 久し振で會って行かうと、腕車を後から引かせながら歩行して其田守の家を訪れ
た。 （江見水蔭「朝顔」　1895年９号）
（ハ）レエトンが胴頭のビイチを訪れたのはかうした用件からであつたのだ。
 （延原謙翻訳「ハートの九」　1925年14号）
また、「へ」については、現代語においてもわずかに確認できるが、用例（ニ）は場面展開か
らすれば、「来る」との置換が可能と考えられ、（ホ）は「訪れて来た」である。
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（ニ） 勝公は長五郎が方を逐出されて二日目、為す可き事も無いので、近所をぶらつきな
がら、自分が知己の與太郎が門へ訪れたのである。與太郎の女房は斯くと見るよ
り、『おやツ勝さんかい、まア惜しかつた事、も一歩早いと……。』『えツ。』と、眉
頭を顰めて・・・略・・・ （広津柳浪「櫨紅葉」　1901年１号）
（ホ）数日経った或日のこと、駕籠に乗った伊丹屋のお錦が、義弥の屋敷へ訪れて来た。
 （國枝史郎「鼬つかひ」　1925年14号）
２．２．２　定形化表現の存在
０．２で指摘した、定形化された表現は以下のとおりである。現代語と変わらない。
（ヘ）戦死の前、廣巌寺に明極禅師を訪れて法話を請ふた一場の物語が彼を動かした。
（原　胤昭「死刑囚の最期」　1925年２号）
（ト） 翌朝余は未決監に當のエドワード・レエトン君を訪れたところ、非常に喜んで・・・
略・・・ （延原謙翻訳「ハートの九」　1925年11号）
２．２．３　「に」の単独例
「に」について述べる。定形化表現以外に、「に」は単独例はなく、「には」「にも」のか
たちで１例ずつ現れるのみである。動作主体は「風」「幸福」であり、「ひと」のように意思
をもつ存在ではない。意味的には「来る」である。
（チ）八月もまだなかば過ぎ高原には早くも初秋の風が訪れて、・・・略・・・
（新刊書紹介　　1925年１号）
（リ）屹度今に自分にも本當の幸福が訪れるに違ひない。
（谷崎精二「淋しけれども」　1917年10号）
２．３
２のまとめとして、０．２．２において示した、稿者の「近くの梅の名所に全児童で訪れる」
への違和感は、あながち、「個人的かたより」でもないことを確認したい。
稿者の言語意識に通じる、19世紀から20世紀の文学作品やその他の文章においては、動詞
「訪れる」が使用されるとき、「訪れる」到着点を格助詞で明示するならば、それは、多くの場
合「を」であり、「に」は少ない。そして、「に」の場合、使用されるには、しばしば相応の理
由があるのであった。
動作主体が「季節・時間・状況」であれば、違和感はない。「ひと」であっても、「来る」と
置換可能であれば、すでに20世紀後半の文学作品に出現していた。
しかし、当該の「近くの梅の名所に全児童で訪れる」の場合、動作主体は意思のある「全児
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童」であって、自然現象や抽象概念ではないことのほか、意味的には「来る」ではないことが
あり、稿者に、やはり、若干の「違和感」をもたらすものであった。
３　現代語における「に」との共起
２の調査により、「訪れる」と格助詞「に」の共起は、多くはないが否定できない、厳然たる
存在であることが分かる。
また、NHKテレビ放送でアナウンサーの発話の中に聞いたこともある。
（参考例） たくさんの方が首里城に観光に訪れていらっしゃいます。 （2011．10．16　NHKの
ど自慢　司会者）
「訪れる」と格助詞「に」の共起には、どのような特徴があるのか考察すべく、「朝日新聞」
東京本社版を調査する。
・対象期間は、2011年６月24日から７月31日まで。
・用例は（１）（２）（３）～で示す。
すでに、１．３で簡単に示したが、日刊紙では動詞「訪れる」そのものの用例はまれではな
い。
３．０　「を」の優勢
はじめに、３．１で考察する、到着点を示す「に」との共起があった日にかぎり、「訪れ」の
全例を確認しており、その一部を示す。いずれの日も、「訪れる」と共起するのは「を」が多
く、「～を訪れる」の優位は動かない。
６月24日と、７月31日の数値を示す。この２日で、「訪れ」は全15例があった。
用例（１）（５）は「に」と共起するが、動作主体は「和平への転機／心の平和」であり、抽
象概念である。他の13例の動作主体はすべて「ひと」である。 （参考例１）のように到着点が
格助詞で明示されないこともあるが、 （参考例２）のように「を」と直接しつつ共起するものが
10例ある。
（参考例１） 中心部の警察署を反政府武装勢力タリバーンが攻撃した。署は多くの市民が訪れ
る商店街にある。 （６．24　２面　アフガン足早撤退）
（参考例２） 震災後、東北を訪れました。 （７．31　５面　広告「私の旅スタイル」）
３．１　「訪れる」と「に」の共起
６月24日以降、７月31日までに確認できたのは、以下の例である。
３．１．１　動作主体が抽象概念である場合
これらは、通行の辞書が「自動詞」として認めるものである。５例確認できた。
（１）10年越しの戦争に、和平への転機が訪れるのだろうか。
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（６．24　16面　社説「アフガン撤兵」）
（２） 世の中には「諦めるな」というメッセージがあふれている。「諦めない人に幸せは
訪れる」と。 （７．８　夕刊３面　映画評「水曜日のエミリア」）
（３）閉じられた国境に変化が訪れたのは1990年代。
（７．21　夕刊２面　「もう一つのインド」）
（４） この２人、そして家族に明るい未来が訪れるといいな・・・・・・と願わずにはい
られません。 （７．23　26面　はがき通信）
（５） （稿者注・歌舞伎で法然を演じる坂田藤十郎の発言）藤十郎さんは、「大震災の年に
演じることに、大きな運命を感じます。多くの方に心の平和が訪れるよう、一生懸
命務めたい」。 （７．31　34面）
３．１．２　動作主体が「ひと」である場合
これらは辞書によって、自動詞か他動詞かの判断が一致しないものである。全18例を確認し
た。休刊日を除く38日間に18例が確認できたことで、「ひと」と ｢～に訪れる｣ との共起は、
「まれ」とはいえない状況と考えたい。
（６） 日本オリンピック委員会 （JOC）の竹田恒和会長らが25日、・・・略・・・宮城県
の三浦秀一副知事を訪ね、宮城県でのサッカー競技開催を要請した。岩手、福島両
県にも要請に訪れる予定。 （６．24　17面　五輪サッカー）
（７）CBIRF （稿者注・米海兵隊の人命救助部隊）に防衛省は近く視察に訪れる。
（６．27　14面　「風」　立野純二　アメリカ総局長）
（８）中尊寺には26日も多くの観光客が訪れた。 （６．27　38面　中尊寺世界遺産）
（９） 提供が相次いだ昨年の９月ごろは、京大に肝移植の相談に訪れる患者の８割程度
が、脳死移植を希望していた。 （７．19　32面　脳死移植）
（10） 津波がすべてをさらった無残な光景。その姿を見ようという人々が、荒浜には毎
日ひっきりなしに訪れる。 （７．31　36面　「鎮魂を歩く」）
３．１．３　「に」との共起例の特徴
これらの18例について、特徴が指摘できる。
（特 徴１）２．１．２で見たように、「には」「にも」のかたちで、取り立ての意識がみられる。
上記用例（６）の「にも」１例、（８） （10）を含めて「には」が10例ある。
（特徴２）　目的の「に」との共起が許容される点があり、考察する。
　　 上記用例（６）「要請に」、（７）「視察に」、（９）「相談に」が目的を示すように、他にも
目的の「に」と共起する例がある。
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（11） 関西に修学旅行に訪れた横浜市立南が丘中学校の生徒が食中毒症状を訴えた問題
で・・・略・・・ （７．２　29面　横浜版）
（12） トヨタ自動車のタイ法人社長も務める棚田氏は「ASEAN各国に、自動車部品メー
カーを始めとする中小企業が頻繁に視察に訪れるようになった」と指摘。
 （７．10　５面　ASEAN幹事）
（13）避難所には、医師や看護師が定期的に巡回診療に訪れていた。
 （７．８　15面　オピニオン１）
助詞の重複使用は議論の対象になる。たとえば寺村秀夫（1987）では、「子供達を音楽を教
える」は非文とされ、「花子に部屋に入らせる」は許容度が高いとされる、などである。
本調査における、目的の「に」との重複の多さは、「訪れる」の意味に関連するのではない
か。すなわち、「訪れる」が意味的には、しばしば「来る」あるいは「行く」と置換可能だから
であろう。
到着点の「に」と、目的を示す「に」との重複使用は、動詞「行く」「来る」の場合、しばし
ば生ずる。「行く」「来る」が到着点の「に」と共起しやすいからである。「に」以外に、「へ」
「まで」も可能だが、現代語としては、「に」の優勢は動かせない。「公園に散歩に行く」「故郷
に墓参りに来る」などは許容されるであろう。
（特 徴３）意味の上では、「来る」と置換可能な例が多い。確認できた18例のうち、意味の点
で、「来る」と置換可能なもの15例、「行く」が適切と考えられるのは３例である。
　　 （６）は「行く」がなじむ。（11）の場合、中学生はすでに横浜に帰っているので、「修学
旅行に行った」と理解できる。ほかに、「行く」が適切と考えられるのは次の（14）のみ
である。
（14） 大事なのは、つながりを持ち続けることです。・・・略・・・できれば、一度訪問
した場所には複数回訪れたらどうでしょうか。
 （６．30　15面　私の視点・ボランティア）
この筆者は被災地ボランティアをした後、現在は職業生活に復帰しており、自分も含めて
「複数回」にわたって「行く」ことを勧めているのであろう。
（７）はアメリカ駐在の立場からすれば「来る」であろう。（８）（９）（10）は記者・発言者
の視点からすれば「来る」である。（12）も発言者はバンコクにいるのであり、「来る」が適切
である。他の（７）（８）（９）（10）（12）（13）以外の９例も、「来る」が適切である。
このように考えると、「～に訪れる」は、「行く」よりは「来る」と理解すべき例が多いとい
える。
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３．２　３のまとめ
最後に３，０，３．１の考察結果を、2011年９月７日の全40ページの用例12例で点検する。
以下に全例を示す。
（ｆ）羅先を訪れる中国人は１日平均400人。 （３面）
（ｇ） 野田首相は温首相の訪中要請 （稿者注・電話による）に「互いの都合のいい時期に
訪れたい」と応じた。 （４面）
（ｈ） 首相が滞在していた都内のホテルでは、打ち合わせに訪れた藤村氏がわざわざ裏口
から出入りし、・・・略・・・ （４面）
（ｉ）一行は・・・略・・・「韓国国立中央青少年修練院」を訪れた。 （19面）
（ｊ）週末は親もキャンプを訪れ、スタッフから親への指導もある。 （19面）
（ｋ） ３年前に母親に付き添って訪れた病院で見たポスターを思い出した。 （21面）
（ｌ） 長野の旅第２弾は白馬を巡る。・・・略・・・まず訪れたのは長野五輪の舞台にな
ったジャンプ場。 （22面）
（ｍ） 県と市の担当者が６日、社務所を訪れて助成の申請を取り下げるように求めた。
（33面）
（ｎ） ３月18日、綾里小学校に後片づけに訪れて自分のかばんを見つけた佐藤さん＝写
真左＝ （35面）
（ｏ）マツタケのシーズンに多い日は１日100人以上が訪れ、・・・略・・・ （36面）
（ｐ） 宮城県石巻市で亡くなった・・・略・・・テイラー・アンダーソンさん （当時24）
の家族が６日、テイラーさんが教えていた同市の万石浦小学校を訪れ、・・・
略・・・ （37面）
（ｑ） 作った野菜を置いて欲しい、と最初に店を訪れたのは、町内の農家だった。
（39面）
すでに、１．３で簡単に示したが、日刊紙では「訪れる」の使用例はまれではない。ここで
は、以下の３点を指摘する。
① 「訪れる」到着点が格助詞で明示されるものは「を」が（ｆ）（ｉ）（ｊ）（ｍ）（ｐ）（ｑ）
の６例、それに対し「に」で明示されるものは （ｎ）の１例であって、「を」が優勢、「に」
は主流ではない。
② 唯一の「～に訪れる」の （ｎ）は、意味の点では「来る」である。小学校に「来て」いる
その状態で写真が撮影されたのである。
③主流の「～を訪れる」であれば、「来る」にも「たずねて行く」にも置換可能である。
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４　まとめ
本稿が問題とした、「ひと」が動作主体で、「～に訪れる」のかたちをとる例は、「～を訪れ
る」に比して、出現の度合いは低い。近代も、日刊紙における状況も大きくは変わらず、「～を
訪れる」の優勢は動かない。３．２の場合からすれば６例：１例である。
その中で、以下の点を指摘したい。
① 　『明鏡国語辞典』が指摘する、自動詞用法としての、「ひと」が動作主体の「～に訪れる」
は、現代では相応の用例があり、「まれ」とはいえないであろう。20世紀後半の文学作品
にも使用されていた。
② 　しかし、「～を訪れる」が、「訪問する」すなわち「行く」の意味をも含むのに対し、「～
に訪れる」は、現在でも「来る」との置換が可能なものが多いといえる。
③ 　したがって、稿者の「近くの梅の名所に全児童で訪れる」に対する違和感は、それなり
に説明がつくものであった。
④ 　しかし、日刊紙でも「行く」の意味で「～に訪れる」が散見されるに至っており、今後
の展開に注目すべきである。
⑤ 　「～に訪れる」が「来る」のみならず「行く」の意味でも使用され続けるなら、それは、
「訪れる」が「来る」「行く」両用の意味を有することに「裏打ち」されているからであろ
う。「来る」「行く」はともに到着点を「に」で示すことが多いのである。
本稿は、「訪れる」は自動詞か他動詞かの検討を目指しながら、基礎作業である使用状況整理
に止まっている。
「おとずれる」と同じ漢字を使用し、意味も重なるところがある「たずねる」との対比、ある
いは漢語「訪問」「来訪」も含めて、これらへの史的観点からの考察など、重要な事項を欠いて
いる。
「訪れる」は自動詞か他動詞か、との議論とは別の問題である。
いずれも、今後の課題としていかねばならない。
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